「おはよう、へえ、ちゃんと出勤してるんだ」
 
後藤由記がちょっと鼻にかかったいつもの声で電話をかけてきた。
 
「若くないんだからさ、たまには休まないと、ぶっこわれちゃうよ、からだ」
 
うるせえな、お互い様だって。で、なんだよ、月曜の朝っぱらから。
 
「うるせえはないでしょう？ちょっとは嬉しいクセに。あのね、お疲れのところ大変申し訳ないんだけど、先週末にお願いしておいた資料、できたら今日欲しいんだけど、大丈夫かな？」
 
ああ、だいじょうぶだよ。用意してあるよ。そっちも忙しそうだな。
 
「うん、もうバタバタ！でも助かるわ。じゃあねえ、３時に受け取りに伺ってもいいかしら？じゃあ、その時に、何かデザートでも買っていこうか？うんＯＫ！はい、よろしくお願いします」
 
ちょっと鼻にかかったいつもの声でそう言って後藤由記は電話を切った。
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　ゆうべ、仕事が完全に終わったのが午前１時ごろで、打ち上げにも誘われたがさすがに気持ちのフュエルランプは完全にエンプティ以下だった俺は極力丁重にその誘いを断って、最近、家の近所に出来たとんこつラーメンの店へ初めて寄って、特製みそとんこつラーメンにおろしにんにくをたっぷり入れて食べて月極駐車場込み６万９千円の部屋へ帰った。脱いだものをひとまとめにして熱いシャワーを時間をかけて浴び、５００ｍｌの缶ビールを１本飲んでベッドに横になってそのまま爆睡した。
 
　今朝は先週末から始まったガス工事の作業の音に起こされて、かなり不機嫌な目覚めだった。毎年毎年道路掘り返してまた埋めてってことをくりかえしてるんだからそろそろ音をたてないでアスファルトを掘り返す技術の開発に予算を使ったらどうなんだよと思いながら歯を磨いて、顔を洗ってブラックコーヒーを１杯だけ飲んで着替えてオフィスへ向かったのだった。スターバックスのマグカップで飲むとネスカフェでもそれなりになると、俺は少し気に入っている。
 
　後藤由記からの電話はオフィスで同僚や部下達と週末にあったサッカーの結果なんかについてああだこうだ言っている時、かかってきたのだった。
　彼女は出版社の雑誌編集部に勤める俺の女友達の１人で、年末年始の特集ページでスキー場と温泉の紹介記事に載せる写真と観光協会が用意したキャプションの原稿素材を同様の番組制作の都合で代理店からまず俺が預かって使っていたため順番待ちをしていたわけだ。
　俺の仕事は、映像製作とテレビやラジオのＣＭ製作を主にやっている会社のプランナー兼ディレクターでイベント会場の映像も扱う。一昨日と昨日はその関係で現場に張り付いていたからかなり疲れた。

　電話を切ると携帯に「着信あり」の表示が出ていた。誰かなと思って着信履歴を見たら山崎倫代からだった。あれこれ携帯をいじっていたらブルブルっと震えて、ディスプレイに紙飛行機がくるくる舞って、ブルブルが止まった。メールが届いたようだ。
 
　　おはようございます。週末はお疲れ様でした。
　　またよろしくお願いしま～す
 
山崎倫代からのメッセージだった。
とりあえず返信メッセージ送信した。
 
　　やあ！おはよう。めちゃくちゃ眠いよ（笑）
　　そっちもお疲れ様でした。また一緒に仕事
　　しよう。
 
　山崎倫代は以前ウチでバイトをしていた女の子で、今ではＦＭ局のアシスタントディレクターをやっている。俺が行っていた週末のイベント現場では、彼女が担当しているラジオプログラムの公開録音もあったから、現場で一緒だったわけだ。もともと元気にてきぱきと仕事をする子だったから楽しそうに現場を仕切っていた。

　さてと、今日中にやっつけないといけない仕事はやっつけてしまおうと、上がりきらないテンションを無理矢理上げながら、俺は仕事を始めた。
　午前中は月曜日にしてはめずらしく電話もほとんど鳴らず、来客もなく、倫代がいるＦＭ局のラジオプログラムを聞きながら、それでも俺の作業はかなりはかどった。まあ、もっともラジオはオンになってただけで、ほとんど耳に入ってこなかったけれど。
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　気が付いたら午後１時４５分になっていて、それに気づいたら急に腹がへってきた。早めのランチから帰ってきたスタッフが午後のスケジュールに取り掛かりはじめ今ランチへ行っているスタッフがやりかけの作業を覗いたりしている。
　俺は２時になってしまう前にデスクトップのデータをセーブして、携帯と財布をフード付のジャケットのポケットに入れてオフィスを出た。

　カラダと内臓がくたびれている月曜の昼メシはガード下のちっちゃい手打そば屋のせいろそば（２段重ね）に決めているけど、今日は鍋焼きうどんにしよう。
　晴天の月曜日、風が少し冷たい。歩道にも車道にも落ち葉が舞っている。パソコンのディスプレイや伝票の細かい数字ばかり見ていた目には日差しがとても眩い。片側５車線の国道の上を渡る大きな歩道橋を登って降りてＪＲの高架下にある手打そば屋へ向かった。
 
　・・・本日休業・・・マジかよ・・・
 
　これを食べようと決めている時に、そのアテが外れると、じゃあ他のものでというように気持ちの切り替えがなかなかできないもので、俺は鍋焼きうどんが食べたくてしかたなくなってしまい、だけど、この辺でうまいうどん屋は他にはないから単にうどん屋ってのはあることはあるんだけど、美味しくないし妥協して変なもん食いたくないし、どうしようと代替案を考え始めた時、ジャケットの内ポケットの携帯がブルブルっと震えた。

　ディスプレイを見ると「永田」と表示されている。もしもし、、よお、元気？
 
「こんにちは・・・わたしです。わかりますよね、わたしです。
　いまはすこしだけおはなししてもだいじょうぶでしょうか？・・・」

　永田祥子は独特な言い回しといつもの落ち着いてはっきりとした声で言った。
 
　いいよ、今メシ食いに外へ出たところだから。
　そっちこそ、大丈夫なの？平日のこんな時間に電話くれるなんて。
 
「ええ、今日から４日間、有給とっちゃったんですよ。お部屋の模様替えをしていたんですけど」
 
　有給とって模様替え？
 
「いいじゃないですか。で、模様替えしながら色んなもの整理していたら、石川さんの写真が出てきて、そう、以前みんなでスキー行った時の、そうそう。捜したらネガ出てきたからこの写真あげようと思って電話してみたんですよ」
 
へえ、それはありがとう。じゃあ、今夜メシでもどう？
 
「う～ん、今夜はだめです。あしたから沖縄行くし帰ってきたら電話しますよ」
 
そうか、ダイビング？いいなあ、じゃあ、帰ったら電話ちょうだい。
 
「はい、お土産買ってきますね。ごめんなさいね、突然電話して」
 
いつでも気軽に、突然、電話してください。
 
　永田祥子との会話が終わって、俺は携帯電話をポケットにしまった。
　彼女は大手学習塾の本部勤務で、年は俺の５つ下だけど、結構いいポジションにいて、かなり仕事ができる女性だ。がぁーっと働いて、どぉーっと遊ぶから結婚とかはまだまだ先だと言っている。そうか、ダイビングか、いいなあ。
　とりあえず、なんか食おうと思って歩道橋を渡り出したが、今ひとつ俺の心を捕らえる食い物が思い浮かばず、コンビニでなんか買って帰ろうと、最も安易な妥協をしかかった時だった。携帯に電話だ。
 
　もしもし、石川さん、お疲れ様っす。今事務所に、藤田さんって方が来てますけど、ええ、そうです、戻れますか？はい、じゃあ、待ってもらっていいですか？じゃあ、お願いします。
 
　会社からだった。すぐ済む用事だから、あとで出直そうと思って、結局コンビニ
弁当という、最も安易な妥協策は回避された。でも、ＵＦＯとおにぎりってのも捨てがたい。
　俺の客、藤田さんは、アウトドア関係のエキスパートで、富士山の麓に山荘を持ち、山野草にも詳しくて陶芸や絵も描き、釣りもするという、個人的にもとても憧れ尊敬している紳士だ。俺の担当している自然探訪系の旅番組で何度もお世話になっていて、山荘にも年に２～３回おじゃまする。今日はこっちのテレビの関係で出かけてきたんだろう。知識が豊富で話もおもしろいから藤田さんは結構人気者だ。
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　事務所に戻ると、皮の肘宛が付いたツイードのジャケットをお洒落に着こなした藤田さんが、陶芸家の卵の林君という若者をつれて待っていた。林君は陶芸家なのにネクタイをしている。藤田さんは相変わらずいい趣味のバッグを持っている。俺も真似して、そのドイツのブランドのバッグを最近１つ買った。

　ちょっと挨拶に寄っただけだと言って、応接室でコーヒーを飲んで、少しだけ雑談をして藤田さんと林君はテレビ局へと向かった。
 
　お疲れさまです、またまた遊びに行きますから。おっと、３時だ。後藤由記が資料を取りに来る頃だ。
 
　石川さん、後藤さんです。
　いつものことだけど、時間に正確なやつだ。
 
「おはよう！これ、中いちおう確認してみて、全部揃っていると思うけど」

「ありがとうございます。助かります。これ、みんなで食べてください。どうぞどうぞ・・・うん、全部あるみたい。もしなかったらまた電話するし。え？そりゃ、もう今夜もきっと午前様かな・・・はあ・・」

「またメシでも」
 
「そうね、落ち着いたらまた誘うし、っていうか、キレそうになったら電話するから、付きあってね」
 
「いいよ。そうだ、菅野さんによろしく言っといて」

「菅野さん、今日から大阪出張だって」
「お前もたまにはどっか行ってこいよ」
「連れてってよ、どっか」
「じゃあ、どっかの温泉でしっぽり２人で年越すか？」
「はい、決まり！じゃ、予約とか、しといてね任せたから」
「はやいなあ、あ、年末年始ダメだ、今年中継入ったんだった」
「でしょ？無理無理」
「帰る？気をつけて、じゃあ、がんばって」
「はいは～い、またね、どうもおじゃましました。失礼します」
 
　後藤由記は俺より１０ｃｍ身長が低いけど、同じくらいか、もしくは、俺より長身に感じる。いつものタイトなパンツルックとセミロングのストレートヘアのせいだと思うんだけど、すらっとした印象がある。いつかあのクロノグラフ時計をせしめてやる。ああ、はらへった。
　すきっ腹にコーヒーを２杯も飲んじゃったし、とにかくなんか食ってこようともう１度外へ出た。やっぱＵＦＯとおにぎり？う～ん。
 
　歩道を駅に向かって歩き始めた時、男の怒鳴り声が聞こえた。
　おらあ！てめえ、ここがどこだかわかっとんのか？！ああん？
　じゃまだろうが、迷惑かけやがって！中はいれや！
 
　あ～あ、そこクルマとめちゃマズいっしょ。レッカー持ってかれて怖い連中に絞られて、ばかだなあ。いつものつもりで路上駐車した若い男が、停めた場所に面した会社に見えるヤクザの事務所に連れ込まれた。だから、そこは駐禁だけで済まない場所なんだってば。この界隈の人間なら誰でも知っているルールなんだけど、よそ者はそのルールを知らないから、しばしば騒ぎになる。ああいう連中とは関わり合いたくないものだ。まあ、いいや、何食おうかな。
 
　結局、カレーショップでソーセージとイカのから揚げが乗ったヤツを食った。以前はゴハンの量を４００ｇにしていたけど、最近は普通の量にしている。それ以上だと、食ってしばらくした時にいわゆる膨満感ってやつになって胃が苦しくなるからだ。今朝、後藤由記に言われたように、確かにいつまでも若くはない。

　さて、事務所で仕事を片付けて、今日は早めに帰ろう。
　久しぶりに静かな月曜日だった。夕方に何本か電話が入り、外注のスタッフが来たりしたけど、俺の仕事は７時ちょっと前に片付いて、週末から今日にかけて仕事用のアドレスに届いたＥメールの返信をしておしまいにしようとしていた。
　９通のメールのうち４通はＤＭ、２通が週末一緒だった制作会社のスタッフからのお疲れ様メール、１通が小泉首相のメールマガジン、１通がアダルトサイトの誘い水メール、そして最後の１通は東京の西田和美からだった。
 
　　　前略　石川様
　　　いつもお世話になっています。
　　　さて、今週金曜日を持ちまして、退職します。
　　　いよいよこれからです。またいろいろと
　　　相談に乗ってください。
　　　どうかこれからも応援をお願いします。
　　　では、取り急ぎお礼とお知らせまで。　かしこ
 
　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
　　　　Nishida Kazumi
　　 　 　 nishikazu＠CNS.co.jp
　　　　新しい連絡先はまたご案内します
　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
 
俺は返信ボタンをクリックして、即レスした。
 
　　　西田和美様
　　　ご無沙汰しています。
　　　お疲れ様でした。上京の際は連絡します。
　　　今日、藤田さんと林君が会社に来ましたよ。
　　　新しい仕事の成功を心からお祈りしています。
　　　ご案内、ありがとう。では、また！
 
仕事で使っている署名を消して、俺は自分の名前をタイプして送信した。
 
　　　　　　Syun Ishikawa
 
　西田和美は、東京の日比谷公園近くにある地方新聞社の東京支局に籍を置く俺の古い友人の１人で、前々から続けていた料理研究を本格的にビジネス化するために今月退職することが決まっていたのだ。オーガニック野菜、特に根菜や一般家庭では捨ててしまうような部分を使って、健康によい料理を研究していて、と同時に食器を洗ったりする時に、極力中性洗剤を使わないで済む方法なんかも、文化教室なんかのご婦人方と一緒に研究したり推進してきて、いわばエコロジークッキングというもので来年そのレシピ集が出版されることが決定している。
　彼女が退職するのは、来年、そのレシピ集で紹介される料理とオーガニックワインの店をオープンさせるからで、俺はその店の内装を例の藤田さんに、食器については林君を紹介して、少しだけサポートしてきた。彼女も番組の取材を通して知り合ったんだけれど、その料理はとてもおいしくて、食べると内臓がすごくすっきりする。疲れている時や二日酔いの時など効果はてきめんだ。いや、マジで。
 
　送信完了メッセージが表示されたのを確認して、俺は自分のデスクトップをログオフして書類をファイルへ戻し、机の引き出しを開けて右腕で机の上の筆記具を押し転がし、全部引き出しに落として片付けて、タバコに火をつけた。
　一息吐き出した時、机の上に乗せていた携帯電話がブルブル震えだして机の天板をがたがたがた、っと小さく鳴らした。見覚えのない０９０から始まる番号。
誰だ？
 
　もしもし・・・？はい・・え？敬子？島崎敬子か？よお！元気かよ？なんだよいきなり・・え？どこ？うそマジ？で？うん、そうなの？そうか、なに？怒ってないよ、ほんとほんと、全然、いやぜんんぜんってことないかな・・ははは
　うん、え？いつまで？じゃあその間に会えるかな？うん、都合いいときに電話くれよ。わかったわかった。はいじゃあ、はいはい、うんうん、そうなんだよ
　え？プレゼント？俺に？だからネクタイなんかいらねえよ、わかった、ありがとう、うん、じゃあね～、来週な、よし、はいよ、じゃあ、うん、ばいば～い
 
　昔の女とか？

近くにいたスタッフが俺をからかった。
 
　そうだよ。昔の女。
 
　島崎敬子ってのは、俺が以前付き合ってた女で、１年半前に別れた。
　外語大を出て、なぜかアパレル関係の大きな問屋に就職してＯＬをしていたのだが海に魅せられたとか何とか言って突然サーフィンを始めたかと思ったら、ボードだのフル・オーダーのウェットだのクルマだの、どんどんとのめりこんでいってそれこそ休みの日はほとんど海にいるっていう生活サイクルになって、俺もそりゃ学生の頃は遊びでやってたから、最初のうちは良かったんだけど、はんぱな気持ちじゃ付いていけないぐらいマジになっちゃったから、当然俺なんか、敬子にとっては優先順位の２番目以降に降格で、とうとう会社も辞めちゃって、フィジーへ行くと言って、俺たちは別れた。

　別に嫌いになったとか、そういうんじゃなかったし、俺も丁度新しい番組の担当になって、全然プライベートの時間がとれなくなっていたから、正直言って渡りに船みたいな感じで、さっぱりして別れられた。だから、今日みたいにいきなり電話がかかってきて、日本にいるっていう知らせを受けると、なんか会いたいなあみたいな、ちょっと嬉しかったりするわけだ。来週会う約束をしたし。
 
　さてと、今日はここまでだ。仕事でも遊びでもよく一緒につるんでいる代理店の本橋ちゃんが来て、これから夜の街へ繰り出そうって誘ってくれてるけど、今夜は勘弁してよ。どうせ、またキャバクラでしょ？と言ったらラジオの武井さんがねすげえおもろい店に連れて行ってくれる、と言う。大魔人っていうんだけどもう名前だけでもさ行ってみたいでしょ？何？佐々木が酌でもしてくれるの？そうそうこ～んなでっかい女がごつい顔でおひとつどうぞみたいなって、違うよ。よくわかんないけど。本橋ちゃん、今夜はいいや。月９ドラマ見なきゃいけないし。え？？見てないでよ、そんなの。あ？ほんとは部屋にオネエチャンとか待ってるんじゃないの？シュンちゃんどうよ？今夜は何個？何個ってなんだよ？ないない。またあ。
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　本橋ちゃんは、じゃあ次の機会ってことでと言ってウチの部長を連れて騒がし
く出て行った。吉井部長もホント好きだよなあ。くそじじい。俺だって遊びに行きたくないわけじゃないけど、テレビ見たり本読んだりそういうのんびりした１週間ってのも、時にはいいかなって、だって、昨日まで死ぬほど仕事したし、これから年末に向かってどんどん仕事も飲みも増えて行くわけだし。
　あ～あ、あくびもでるっちゅうねん。あれ？なんだ？このＣＤ、誰の？

「ああ、私のです。インディーズなんですけど、聴いてみますか？」
「なに？ヒップ・ホップとかそういうの？」
「テクノです、このデブってる方が健って言って、色白で目が据わってる方がリュウジって言うんですけどなんか変わってて、テクノ・デュオ？笑っちゃうでしょ？テクノ男性デュオですよ。しかも名前“スプモーニ大作戦”ですよ！売る気ゼロだもん、歌詞もふざけてるし」

「だれだよプロデューサー？で、どうなの？」
「たまに飲みますけど、石川さんは？」
「飲まねえよ、あんなジュースみたいな酒。って、そうじゃなくてさ」
「結構いけますよ。私は好きですよ。石川さんも、多分好きかも」
「へえ、借りていいの？ジャケットはカッコいいよな。この女もメンバー？」
「パフォーマーですって。先週クラブでライブあったんですけど、セクシーな感じで、すごいカッコでカッコよかった。ね、きれいでしょ？」
「うん、いいねえ、俺、この子だけでいいや、ＪＵＮＫＯ？」
「そう、じつは、オトコ、みたいな」
「うそ！マジ？」
「マジ」
「へえ、これ、いけるかもな、今度番組に呼んでみようか」
「あ、じゃあ、私、担当させてください」
「うん、じゃ、明日、武井さんあたりに相談してみよう、借りてっていい？」
「どうぞどうぞ、帰りますか？」
「うん、今日は帰る」
「え？石川さんがまっすぐ帰る？」
「何度も曲がって帰るよ、お前も早く帰れるときは帰れよ」
「は～い、もうあがります、お疲れ様でした」
「お疲れ、じゃ、明日」
「あ、石川さん、あ、また明日でいいです。お疲れさまでした！」
「おう、ちーす。」
 
　俺はスタッフの青木亮子に借りたＣＤをクルマにセットして駐車場から出た。
　まあ、音はよくある感じだな。でも歌詞がちょっとおもしろい。シートベルトをしながら１曲目のタイトルが知りたくてインデックスを見た。
 
　　セブン・デイズ
 
　ふ～ん、だからセブンセブンってか。どストレートにウルトラセブンのサンプリング？ひねりもなにも、ったく安いなあ、ははは、ハモってるよ。テクノで？くだらねえ～。まあ、通勤のＢＧＭ程度ってことでよしとしよう。は？なんだよエイトエイトって？
 
　信号待ちで２曲目のタイトルを見た。
　・・・エイト・デイズ？ふざけやがって。
 
　　[image: IMG_2049.png]
 
　俺は帰り道にある大型ショッピングセンターへと“スプモーニ大作戦”のデビューＣＤを聞きながら車を走らせた。さて、晩飯は何を作ろう・・・
 
〜完〜
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⇩クリックで再生（BGM: Attention Please / Suiren）⇩
01 Attention Please-2.mov
あとがき
 
これは2002年１月に当時運営していた個人ウェブサイトで発表した短編です。
つまり11年前に書いたものなので社会や世間の状況や各種名称や会話の流れなどが現代とはいろいろズレています。
と、いうことを差し引いたとしても、実に短絡的な内容なのはご容赦ください。
 
実は同時期に「７ｄａｙｓ」というタイトルの長編小説を書きました。
そこに登場する人物たちを、名前と性格はそのままに設定と展開をまったく正反対なものにしてライトに仕上げたものがこの「ａｎｏｔｈｅｒ ７ｄａｙｓ」です。
 
AppleのPagesで電子書籍を書き出すデモとして使用しました。
気軽に読んでもらえたらうれしいです。
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